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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コイン(C)の選別部(106)を通過したコイン(C)の転動通路(114)を挟んで対向配置した投光
部(129、131)及び受光部(133、135)を含む光電式センサ(122、124)からの信号に基づいて
コインの通過を検知するコインセレクタにおいて、
前記光電式センサ(122、124)は、前記転動通路(114)を挟んで平行に配置した投光部保持
板(128)と受光部保持板(130)とを含み、前記光電式センサ(122、124)には不正防止体(140
)が付設され、前記不正防止体(140)は、透過性材料により形成され、かつ、上側ブラケッ
ト(142)と下側ブラケット(144)及びそれらを連結する連結ブラケット(146)によりコ字状
に形成され、前記下側ブラケット(144)は前記保持板(128、130)間に配置され、前記上側
ブラケット(142)は前記光電式センサ(122、124)の上面(148)に置かれ、前記下側ブラケッ
トのストッパ(150、152)が前記保持板(128、130)の端面(154、160)に沿ってスライド可能
に係止されることにより前記不正防止体(140)全体として前記光電式センサ(122、124)に
対し所定の範囲で回動及び平行移動可能にし、コインセレクタの待機状態において前記下
側ブラケット(144)が前記投光部(129、131)と前記受光部(133、135)との間の閉止位置(16
8)に位置し、前記転動通路(114)を転がるコイン(C)によって、前記下側ブラケット(144)
の前記選別部(106)側の先端が押し上げられることにより前記不正防止体(140)が全体とし
て僅かに所定方向へ回動された場合には前記下側ブラケット(144)が前記投光部(129、131
)と前記受光部(133、135)との間から外れた解放位置(170)に位置するよう設け、さらに、
前記転動通路(114)を転がるコイン(C)によって、前記下側ブラケット(144)の前記選別部(
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106)側の先端が押し上げられることにより前記不正防止体(140)が全体として僅かに所定
方向へ回動された場合には係止されないが、前記不正防止体(140)がほぼ平行に押し上げ
られた場合には前記不正防止体(140)の一部(164)と係合して前記回動を不能にして前記下
側ブラケット(144)を前記閉止位置(168)に保持する係止部(169)を設けたことを特徴とす
るコインセレクタのコイン検知装置の不正防止装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチスロ等に使用されるコインの真偽を判別するコインセレクタに関する。
　さらには、コインセレクタによって真正コインとして判別されたコインを検知するコイ
ン検知装置に関する。
　さらに詳細には、前記コイン検知装置を不正に誤作動させることを防止できるコインセ
レクタのコイン検知装置の不正防止装置に関する。
　なお、本コインセレクタは、パチスロの他、コイン式ゲーム機や自動販売機等に使用可
能である。
　本明細書において、コインとは、メダルおよびトークン等の総称である。
【背景技術】
【０００２】
　投入されたコインを選別するコインセレクタは、ガイドレールに沿って設けたコインの
転動通路、その転動通路に配置した選別部を有し、ガイドレール上を転がって転動通路を
移動するコインが選別部においてその直径を選別され、所定の直径を有するコインのみが
選別部を通過して、真正コインとして受け入れられ。
　そして、真正コインの受け入れを検知するため転動通路に光電式のコイン検知装置が配
置されている。
　このコイン検知装置は、不正を防止するため、複数配置されることが多い（例えば、特
許文献１及び２参照。）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２―２５１６４６号（図１及び図４、第４頁）
【特許文献２】特開２００３―３６４６１号（図１、２及び５、第５頁）
【０００４】
　近時、パチスロ等のゲーム機の筐体及び各部品が樹脂で作られ、かつ、コイン検知装置
が光電式であることを奇貨として、赤外線が樹脂を透過する性質を悪用し、赤外線をゲー
ム機の外部から投光することにより光電式のコイン検知装置を誤動作させ、不正にコイン
を取得する、問題があった。
　そこで、前記コイン検知装置を赤外線非透過性材で覆うことにより対策を行った。
　この対策に対し、赤外線投光器をコインの投入口から挿入し、コイン検知装置の近くで
投光することにより、コイン検知装置を誤作動させ、不正を行うことが行われるようにな
った。
　本発明は、このような、光電式コイン検知装置に対する不正を防止出来る不正防止装置
に関する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の第１の目的は、外部からの透過光によって光電式コイン検知装置が誤作動を生
じないようにした不正防止装置を提供することである。
　本発明の第２の目的は、前記不正防止装置を安価に提供することである。
　本発明の第３の目的は、前記不正防止装置を既存のコインセレクタにも適用可能にする
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　この目的を達成するため、本発明にかかるコインセレクタのコイン検知装置の不正防止
装置は以下のように構成される。
　コインの選別部を通過したコインの転動通路を挟んで対向配置した投光部及び受光部を
含む光電式センサからの信号に基づいてコインの通過を検知するコインセレクタにおいて
、前記光電式センサは、前記転動通路を挟んで平行に配置した投光部保持板と受光部保持
板とを含み、前記光電式センサには不正防止体が付設され、前記不正防止体は、透過性材
料により形成され、かつ、上側ブラケットと下側ブラケット及びそれらを連結する連結ブ
ラケットによりコ字状に形成され、前記下側ブラケットは前記保持板間に配置され、前記
上側ブラケットは前記光電式センサの上面に置かれ、前記下側ブラケットのストッパが前
記保持板の端面に沿ってスライド可能に係止されることにより前記不正防止体全体として
前記光電式センサに対し所定の範囲で回動及び平行移動可能にし、コインセレクタの待機
状態において前記下側ブラケットが前記投光部と前記受光部との間の閉止位置に位置し、
前記転動通路を転がるコインによって、前記下側ブラケットの前記選別部側の先端が押し
上げられることにより前記不正防止体が全体として僅かに所定方向へ回動された場合には
前記下側ブラケットが前記投光部と前記受光部との間から外れた解放位置に位置するよう
設け、さらに、前記転動通路を転がるコインによって、前記下側ブラケットの前記選別部
側の先端が押し上げられることにより前記不正防止体が全体として僅かに所定方向へ回動
された場合には係止されないが、前記不正防止体がほぼ平行に押し上げられた場合には前
記不正防止体の一部と係合して前記回動を不能にして前記下側ブラケットを前記閉止位置
に保持する係止部を設けたことを特徴とするコインセレクタのコイン検知装置の不正防止
装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　この構成において、正常な場合、真正コインは転動通路を転がり、光電式センサに達す
る。
　転動するコインは、光電式センサにおいて、不正防止体を投光部と受光部の間から移動
させた後、投光部と受光部の間を通過し、前記投光部からの投光を遮断する。
　この遮断によって、光電式センサは、真正コインの検知信号を出力する。
　コインが通過した後、不正防止体は投光部と受光部との間に移動する。
　器具をコインの投入口から投入し、転動方向に対しほぼ直交方向に移動させて投光部と
受光部の間に進入させようとした場合、すなわち、前記コインによる移動以外の被動時、
不正防止体はその器具により押されることにより前記投光部及び受光部との間に保持され
るため、その器具は受光部の近傍へ進入することが出来ない。
　さらに、器具の投光部を発光させた場合、その投射光は、透過性を有する不正防止体に
案内されるので、受光部に達することができない。
　したがって、器具の先端に赤外線投光部が装着されていても、その投光を受光部に入光
させることが出来ないので、光電式センサを誤作動させることが出来ない。
　換言すれば、コインを不正に入手できない利点がある。
【０００８】
　前記不正防止体は投光部を内蔵する投光部保持板と受光部を内蔵する受光部保持板との
間をほぼ覆い、かつ、それらに案内されて投光部と受光部との間を閉止する閉止位置、ま
たは、投光部からの投光を転動するコインが遮断できる開放位置とにコインによって移動
される。
したがって、コインが正常に転動通路を転がる場合、不正防止体はそのコインによって移
動され、投光部からの投光を遮断することができるので、真正コインの受入を検知するこ
とができる。
また、投光器具を投光部保持板と受光部保持板間に挿入しようとした場合、換言すれば、
前記コインによる移動以外の被動時、不正防止体は投光部と受光部との間の転動通路に保
持されるから、受光部の近くに移動させることができないため、コイン検知装置が誤動作
することがない。
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また、器具の投光部を発光させた場合、その投射光は、透過性を有する不正防止体に案内
されるので、受光部に達することができない。
したがって、特別なアクチュエータを設ける必要がないので安価に構成できる利点がある
。
【０００９】
　前記不正防止体はコ字形であり、さらに、ストッパとの組み合わせによって前記開放位
置と閉止位置に移動するようにしたので、構成が簡単であり、安価である利点がある。
また、既存のコインセレクタのコイン検知装置に追加装着できるので利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の最良の形態は、コインの転動通路を挟んで対向配置した投光部及び受光部を含
む光電式センサからの信号に基づいてコインの通過を検知するコインセレクタにおいて、
前記光電式センサは、前記転動通路を挟んで平行に配置した投光部保持板と受光部保持板
とを含み、不正防止体は、透過性材料により形成され、かつ、前記投光部保持板と受光部
保持板間の前記転動通路に位置してそれら保持板に案内されつつ移動可能であり、かつ、
前記投光部と前記受光部との間の閉止位置、および、前記転動通路を転がるコインによっ
て前記保持板に案内されつつ移動して前記投光部と前記受光部間を開放する開放位置に移
動可能であり、かつ、上側ブラケットと下側ブラケット及びそれらを連結する連結ブラケ
ットによりコ字状に形成され、その下側ブラケットは前記保持板間に配置され、前記上側
ブラケットは前記光電式センサの上面に置かれ、下側ブラケットの先端のストッパが前記
保持板の壁に沿ってスライド可能に係止され、不正防止体の一部がガイドレールから離れ
る方向の移動により係止される係止部が配置されていることを特徴とするコインセレクタ
のコイン検知装置の不正防止装置である。
【実施例】
【００１１】
図１は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置を装着したコインセレクタの正面図であ
る。
図２は、図１における矢視A図である。
図３は、図２におけるB―B線断面図である。
図４は、図１におけるC―C線断面図である。
図５は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の分解斜視図である。
図６から図１０は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の作用説明図である。
【００１２】
　図１において、コインセレクタ１００は、板状の本体１０２、本体１０２の下部に位置
するガイドレール１０４、ガイドレール１０４の中間に配置された直径選別部１０６、本
体１０２に対し所定の間隔で並置されたガイド板１０８、及び、選別部１０６の下流に配
置されたコイン検知装置１１０を含んでいる。
　本体１０２は、図２において時計方向に約１０度傾斜した状態で取り付けられている（
図４参照）。
　ガイドレール１０４は、コインＣの厚みとほぼ同一の幅を有している。
【００１３】
　コインセレクタ１００の上端面に本体１０２とガイド板１０８とにより、所定の厚みと
幅を有するコイン投入口１１２が形成される。
　投入口１１２に続いて本体１０２、ガイドレール１０４、ガイド板１０８及び規制体１
０９によってコインの転動通路１１４が形成される。
　図３に示すように、転動通路１１４は、投入口１１２から垂直に下降する垂直部１１６
、及び、垂直部１１６に続いて右下がりに傾斜する傾斜部１１８含んでいる。
【００１４】
　選別部１０６は、この傾斜部１１８に配置されている。
　したがって、投入口１１２に投入されたコインＣは、垂直部１１６を落下した後、傾斜
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部１１８において、その下周面がガイドレール１０４に支えられ、下面が本体１０２に支
えられつつ転動する。
　コインＣの直径が所定値よりも小さい場合、選別部１０６においてガイドレール１０４
から落下し、所定値よりも大きい場合、規制体１０９によりストップされることにより選
別される。
【００１５】
　したがって、直径が所定値のコインＣのみ、換言すれば、真正コインのみが選別部１０
６を通過してコイン検知装置１１０に達することができる。
　コイン検知装置１１０は、センサ本体１２０及びセンサ本体１２０に内蔵された第一光
電式センサ１２２及び第二光電式センサ１２４を含んでいる。
【００１６】
　センサ本体１２０は、角柱状であってほぼ水平に配置した横梁部１２６、横梁部１２６
から下方に向かって所定の間隔で平行に突出する板状の投光部保持板１２８及び受光部保
持板１３０を含んでいる。
　投光部保持板１２８内には、左右に並置して第一投光部１２９及び第二投光部１３１が
配置してある。
【００１７】
　換言すれば、投光部保持板１２８及び受光部保持板１３０は、転動通路１１４を挟んで
対向配置されている。
　また、投光部保持板１２８は、外部から投光される赤外線等の光線を遮蔽するため、光
線遮蔽材料にて形成されている。
　受光部保持板１３０には、前記第一投光部１２９に相対して第一受光スリット１３２が
形成され、前記第二投光部１３１に相対して第二受光スリット１３４が形成されている。
【００１８】
　受光部保持板１３０内には、第一受光スリット１３２に相対して第一受光部１３３が、
第二受光スリット１３４に相対して第二受光部１３５が配置されている。
　前記第一受光スリット１３２及び第二受光スリット１３４は、ガイドレール１０４によ
って案内されるコインＣの上端部に相対して配置されている。
　これら第一受光部１３３および第二受光部１３５からの非受光信号に基づいてコインＣ
の通過を検知する。
　この受光部保持板１３０も、光線遮蔽材料にて形成されている。
【００１９】
　次に不正防止体１４０を説明する。
　不正防止体１４０は、透過性材料により作られ、上側ブラケット１４２と下側ブラケッ
ト１４４及びそれらを連結する縦方向に伸びる連結ブラケット１４６によりコ字状に形成
されている。
　不正防止体１４０を樹脂で一体成型することにより、安価にできる利点がある。
【００２０】
　透過性とは、投光素子から投射される光が透過可能であればよい。
　換言すれば、可視光用の透明材料の他、センサが赤外線を用いる場合、その材料は透明
でなくともよい。
　また、透過性材料は、少なくとも第一光電式センサ１２２及び第二光電式センサ１２４
に相対する部位に配置されていれば良い。
　透過性材料は、例えば、ポリカーボネート樹脂又はアクリル樹脂が機械的強度及び耐摩
耗性に優れているので好ましい
【００２１】
　下側ブラケット１４４は投光部保持板１２８と受光部保持板１３０との間をほぼ埋める
ように配置されている。
　換言すれば、下側ブラケット１４４は、転動通路１１４にその全幅を覆うよう配置され
、それら保持板１２８及び１３０に案内されつつガイドレール１０４から離れるよう移動
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可能である。
　上側ブラケット１４２は、横梁部１２６の上面１４８に置かれる。
【００２２】
下側ブラケット１４４の選別部１０６側の先端部に横方向に突出するピン状の第一ストッ
パ１５０及び１５２が設けられている。
第一ストッパ１５０は、保持板１２８の選別部１０６側の端面１５４と規制体１０９の案
内面１５８との間のガイドレール１０４に対し直交方向に伸びる縦長空間にスライド可能
に配置されている。
【００２３】
　第二ストッパ１５２は、保持板１３０の選別部１０６側の端面１６０と本体１０２の案
内面１６２との間のガイドレール１０４に対し直交方向に伸びる縦長空間にスライド可能
に配置されている。
　前記縦長空間は横梁１２６の下面である阻止部１６１によって閉じられている。
　換言すれば、前記ストッパ１５０、１５２は、この阻止部１６１によって移動を停止さ
れる。
【００２４】
　上側ブラケット１４２の先端から側方に突出する板状の第二ストッパ１６４が形成され
ている。
　第二ストッパ１６４は、規制体１０９のガイドレール１０４に対しほぼ直交方向に伸び
る壁１６６に沿ってスライド可能に係止される。
　壁１６６の上部には、係止部１６９が形成され、第二ストッパ１６４の転動通路１１４
から離れる方向の移動を停止するようになっている。
【００２５】
　詳述すれば、不正防止体１４０の下側ブラケット１４４は、投光部保持板１２８と受光
部保持板１３０間の転動通路１１４に位置し、それら保持板１２８、１３０に案内されつ
つ移動可能である。
　さらに、下側ブラケット１４４は、投光部１２９、１３１と受光部１３３、１３５との
間の閉止位置１６８、および、転動通路１１４を転がるコインＣによって保持板１２８、
１３０に案内されつつ移動して投光部１２９、１３１と受光部１３３、１３５間を開放す
る開放位置１７０に移動可能であり、前記コインの転がり方向とほぼ直交方向に移動され
た場合、閉止位置１６８に保持される。
【００２６】
　次に本実施例の不正防止体１４０の作用を図６から図１０を参照して説明する。
　まず、真正コインＣが通過しない待機状態の場合、不正防止体１４０は図６に示す状態
にある。
　すなわち、図６に示すように、不正防止体１４０は、自重により上側ブラケット１４２
の先端が横梁１２６の上面１４８に支えられている。
　さらに、下側ブラケット１４４先端のストッパ１５０が投光部保持板１２８の端面１５
４に、ストッパ１５２が受光部保持板１３０の端面１６０に係止されている。
【００２７】
　これにより、下側ブラケット１４４は、第一投光部１２９と第一受光部１３３との間及
び第二投光部１３１と第二受光部１３５との間の閉止位置１６８に位置する。
　しかし、下側ブラケット１４４は透過性材料により作られているので、第一投光部１２
９からの投射光は、第一受光部１３３によって受光されることができる。
　また、第二投光部１３１からの投射光は、第二受光部１３５によって受光されることが
できる。
【００２８】
　つぎに真正コインCが転動通路１１４を転動してきた場合を図７から図９を参照して説
明する。
　図７に示すように、最初に、コインCは下側ブラケット１４４の選別部１０６側の先端
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を押し上げる。
　これにより、ストッパ１５０が投光部保持板１２８の端面１５４に、ストッパ１５２が
端面１６０によって係止されているので、不正防止体１４０は図６の状態から図７に示す
ように僅かに時計方向に回動する。
　したがって、コインＣの上端部が、第一投光部１２９からの投光を遮蔽する。
【００２９】
　次に、図８に示すように、コインＣが下側ブラケット１４４のほぼ中央を押し上げる。
　すなわち、ストッパ１５０、１５２が阻止部１６１によってそれぞれ係止された状態で
、下側ブラケット１４４の中間を押し上げる。
　これにより、下側ブラケット１４４は開放位置１７０に移動する。
　したがって、コインＣの上端部が第一投光部１２９と第一受光部１３３及び第二投光部
１３１と第二受光部１３５との間に位置し、第一受光部１３３及び第二受光部１３５との
受光が阻止される。
【００３０】
　次に、図９に示すように、コインＣの上端が下側ブラケット１４４の後端部を押し上げ
る。
　この場合、ストッパ１５０、１５２が阻止部１６１によってそれぞれ係止された状態で
、下側ブラケット１４４が押し上げられる。
　これにより、下側ブラケット１４４は前記開放位置１７０を継続する。
　したがって、コインＣは第一光電式センサ１２２および第二光電式センサ１２４を通過
し、真正コインとして受入れられる。
【００３１】
　また、図示しない制御回路は、第１光電式センサ１２２及び第２光電式センサ１２４か
らの非受光信号に基づいて、真正コインＣを受け入れた信号を出力する。
　コインＣが通過した場合、不正防止体１４０は自重により落下する。
　このとき、ストッパ１５０、１５２は端面１５４及び１６０にそれぞれ案内されつつ落
下する。
　したがって、ほぼその状態で落下して閉止位置１６８に移動する。
【００３２】
　次に、棒状器具１８２を投入口１１２側から挿入して不正を行なう場合を図１０を参照
して説明する。
　この場合、湾曲形状を有する転動通路１１４において器具１８２をコインＣが通過する
ように移動させることは困難であり、不正防止体１４０はほぼ平行に押し上げられる。
　これにより、第二ストッパ１６４が係止部１６９に係止されてほとんど押し上げられな
い。
　すなわち、下側ブラケット１４４は閉止位置１６８に保持される。
【００３３】
　したがって、器具１８２は第一受光部１３３および第二受光部１３５に相対することが
出来ないので、不正を行なうことができない。
　この状態で器具１８２の先端に取り付けた投光部を発光させた場合、その投光は下側ブ
ラケット１４４に入光し、その内部で案内されてそれらの端面から投光され、側面からは
投射されないので、第１受光部１３３及び第２受光部１３５に入光することはない。
　したがって、不正を行なうことはできない。
【００３４】
　なお、第二ストッパ１６４は、連結ブラケット１４６の中間に形成した段差部１８４と
し、係止部１６９は、横梁１２６の下面にすることができる。
　しかし、両者を併用することも可能である。
【００３５】
【産業上の利用可能性】
【００３６】
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　本発明は、パチスロ等のゲーム機に使用するコインセレクタのコイン検知装置の不正防
止装置に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】図１は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置を装着したコインセレクタの正
面図である。
【図２】図２は、図１における矢視A図である。
【図３】図３は、図２におけるB―B線断面図である。
【図４】図４は、図１におけるC―C線断面図である。
【図５】図５は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の分解斜視図である。
【図６】図６は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の作用説明図（不正防止装置が
閉止位置にある状態）である。
【図７】図７は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の作用説明図（正常状態におい
てコインがコイン検知装置に入った状態）である。
【図８】図８は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の作用説明図（正常状態におい
てコインがコイン検知装置の途中にある状態）である。
【図９】図９は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の作用説明図（正常状態におい
てコインがコイン検知装置を通過終了する状態）である。
【図１０】図１０は、実施例のコイン検知装置の不正防止装置の作用説明図（棒状器具を
投入口側から挿入して不正を行なう場合）である。
【符号の説明】
【００３８】
Ｃ　コイン
１０４　ガイドレール
１１４　転動通路
１２２、１２４　光電式センサ
１２８　投光部保持板
１２９、１３１　投光部
１３０　受光部保持板
１３３、１３５　受光部
１４０　不正防止体
１４２　上側ブラケット
１４４　下側ブラケット
１４６　連結ブラケット
１４８　上面
１５０、１５２　ストッパ
１５４、１６０　端面
１６８　閉止位置
１６９　係止部
１７０　開放位置
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